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主日礼拝    

 

前奏 ｢主の招く声が聞こえてくる｣ 

（R.J.パウエル） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「主に向かって喜び歌おう。 

救いの岩に向かって喜びの叫びをあげよう。 

御前に進み、感謝をささげ 

楽の音に合わせて喜びの叫びをあげよう。 

主は大いなる神 

すべての神を超えて大いなる王。」 

(詩編 95:1～3) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信ず、

聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身体の

よみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命を信ず。アーメン。 

 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 4-3,6「世にあるかぎりの」 
 

 
 

 
 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 15:1～11 
                     新約(新共同訳)P198～199 
 

1「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫であ

る。2 わたしにつながっていながら、実を結ばない枝はみ

な、父が取り除かれる。しかし、実を結ぶものはみな、い

よいよ豊かに実を結ぶように手入れをなさる。3 わたしの

話した言葉によって、あなたがたは既に清くなっている。 



4 わたしにつながっていなさい。わたしもあなたがたにつ

ながっている。ぶどうの枝が、木につながっていなければ、

自分では実を結ぶことができないように、あなたがたも、

わたしにつながっていなければ、実を結ぶことができない。

5 わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人が

わたしにつながっており、わたしもその人につながってい

れば、その人は豊かに実を結ぶ。わたしを離れては、あな

たがたは何もできないからである。 6 わたしにつながっ

ていない人がいれば、枝のように外に投げ捨てられて枯れ

る。そして、集められ、火に投げ入れられて焼かれてしま

う。7 あなたがたがわたしにつながっており、わたしの言

葉があなたがたの内にいつもあるならば、望むものを何で

も願いなさい。そうすればかなえられる。8 あなたがたが

豊かに実を結び、わたしの弟子となるなら、それによって、

わたしの父は栄光をお受けになる。9 父がわたしを愛され

たように、わたしもあなたがたを愛してきた。わたしの愛

にとどまりなさい。10 わたしが父の掟を守り、その愛に

とどまっているように、あなたがたも、わたしの掟を守る

なら、わたしの愛にとどまっていることになる。11 これ

らのことを話したのは、わたしの喜びがあなたがたの内に

あり、あなたがたの喜びが満たされるためである。 
 

賛美 416「神の民は」 

 

 
 

説教  「イエスさまの愛にとどまる」 
 

賛美 393「こころを一つに」 

 

 
派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

後奏 ｢主われを愛す｣     （M.キム） 
 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 


